




１．事務事業の概要

２．事務事業費・人件費 （単位：千円）

事
業
費

その他事業費※

扶助費

負担金、補助及び交付金

工事請負費

使用料及び賃借料

委託料

需用費

賃金※

報酬※

財源
内訳

特
定
財
源

国庫支出金

一般財源
市民１人あたりの負担コスト(単位：円)

18,149

17,523 17,431 19,016

06420

01,0381,055

人件費計

12,649 11,792 24,000

41,856 40,423 52,677

4,395 2,284

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

正規職員

再任用職員

会計年度任用職員※

事務事業の
概要

安全な道路交通環境を形成し、交通事故を未然に防止するため、道路照明灯や道路反射鏡などの交通安全
施設や路面標示などによる交通安全対策を推進する。
また、ふじみ野市は通勤・通学などで自転車を利用される市民が多く、また自転車事故による死傷者数に
ついては県内で上位に位置していることから、県西部では初となる自転車ネットワーク計画を策定し、こ
の計画に基づき自転車通行空間路面標示工事を実施している。

令和5年度事務事業評価シート

事務事業名 交通安全推進事業
前年度の方向性

継続

施策
体系

分野 07　都市整備 ～快適で便利なまち～
施策 26　交通安全　－交通事故のない、安全なまちを目指します－

事務事業期間 平成21年度～ 評価日 令和6年6月1日

個別計画
根拠法令・条例等

・道路交通法
・ふじみ野市自転車の安全な利用の促進に関する条例

予算費目 一般会計　08土木費　01土木管理費　02交通安全対策費
所管部課 都市政策部　道路課 評価責任者 宮崎　光隆

0

0.00

0.00

令和5年度の
主な取組

【交通安全施設の維持管理について）
道路照明灯・道路反射鏡・路面標示・防護柵などの交通安全施設の修繕及び新設については、現地確認
し、必要性を判断しながら実施した。
【自転車通行空間整備について】
平成30年度に策定した自転車ネットワーク計画に基づき、令和5年度は上福岡駅西口周辺の市道幹線1号線
において580ｍの区間について自転車通行空間路面標示設置工事を実施した。
【ゾーン30プラスについて】
計画案を策定し提出済。「スムーズ横断歩道」の実証実験を実施した。

【支出】

18,578 19,111 19,016

令和4年度 実績 令和5年度 実績 令和6年度 当初予算

事
務
事
業
の
内
容

事務事業の
目的

交通安全対策を推進し、安全な環境の構築を図ることを目的としている。

事務事業の
経緯

平成25年に、自転車による交通死傷事故が県下ワースト1となったことから、その対策として市内に
「ゾーン30」区域の指定を行っている。併せて、交通安全施設の修繕設置工事を実施している。
「ふじみ野市自転車の安全な利用の促進に関する条例」を平成28年10月1日施行した。

人
件
費

0 640 0

0

2,484

0

使用料・手数料 0 0 0

分担金・負担金 0 0 0

17,559 17,856 20,667

支出合計 115,860 120,744 139,804

2,787 11,244 2,811

0 0 0

18,036 18,036

0 0 2,500

県支出金 0 0 0

その他 0 0 217

114,960 120,044 134,887

地方債 900 700 2,200

基金 0 0 0

※千円未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。

1,007 1,052 1,149

※報酬、賃金、その他事業費には、会計年度任用職員の人件費も含まれています。

重点プロジェクト

2.40

0.36

0.20

2.20

0.00

0.20

2.20



３．事務事業の指標と実績

４．事務事業の実施内容・効果

５．今後の方向性

成果

指標

２

成果

指標

３

成果

中長期的方向性

継続

理由
交通事故を防止し、市民の安全・安心な暮らしを守るため、引き続き交通安全対策を推進する必要があ
る。

人
年度 令和4年度 令和5年度

説明

指標

１

5

令和5年度 令和6年度

指標名 自転車事故による負傷者数の減少

単位 人
年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

目標値 144 80 80
実績値 67 64

自転車事故による負傷者数の減少に向けて、警察及び各種団体と啓発活動を実施している。また、交通安
全対策として、交通安全施設の修繕及び設置工事を実施している。

令和6年度
目標値 2,600 2,000 2,000

指標名 加入者

単位

実績値 1,859 1,699

説明

5

説明

5

事務事業の
実施内容・効果

〇交通安全推進事業
・交通安全施設の設置、修繕
　道路反射鏡修繕　42件
　防護柵修繕　45件
・自転車通行空間の整備　580ｍ
・交通災害共済
　加入者数　1699人
　支払い事務件数　16件
・令和５年度は、春、夏、秋、冬の「交通安全運動」等において、街頭広報活動を実施し、広く市民に交
通安全について周知した。
・ゾーン30については、スムーズ横断歩道の実証実験を行い、効果検証を実施した。令和６年度において
は、本格設置をする予定である。
〇効果
・交通事故の抑制に努めた。

指標名 ゾーン30の設置

単位 区域
年度 令和4年度

継続

来年度の方向性

市内の住宅密集地に県警と協力して、最高速度を30㎞/ｈとした区域を指定し、事故防止に努めている。

交通災害共済への加入者数の拡大を図る。

目標値 5 5
実績値










